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2024 年度 第 4 回 情報共有会 議事録 

 

1. 開催日時：2024年12月13日（金）16時00～17時00分  

2. 開催場所：〒105-0004  東京都港区新橋1-18-1 航空会館 

航空会館ビジネスフォーラムB101会議室＆オンライン会議 

3. 出席者  ：正会員、賛助会員の出欠状況は当日の会議資料中に記載 

4. 報告事項： 

＜高島代表理事より報告＞ 

・留意事項の説明 

・本日の議題 

・J-ECOL役員理事メンバー、サポートメンバーの紹介 

・12月1日現在の加盟企業 27社 

・３社新規加盟(賛助会員：寿精版印刷㈱様、ダウ・東レ㈱様⇒10月入会、㈱不二レーベル様⇒11月入会) 

・活動内容について 

  ラベルをいつまでも安心して使用頂くためにラベル循環社会を造る 

  「使用済み剥離紙の再生資源化・普及活動」、「リサイクル技術確立の支援」、「リサイクル状況の可視化・ 

情報発信」 

【2024年度３ヶ月（9月～11月）活動報告】 

＜Webサイトリニューアルについて J-ECOLサポートメンバー大橋より＞ 

ホームページ来訪者に合わせ、文字数を少なくしスムースな情報提供と活動内容を認識してもらう目的に 

リニューアルを実施した。 

・TOPページ 

加盟企業様の社名ロゴをスクロールにて掲載。 

メニューバーを設けサイトアクセスを簡易に 

活動内容を手軽に知って頂けるように、1分半程度のプロモーション動画を制作、掲載した。 

   ・各データを充実 

「日本の印刷物市場規模」、「台紙の種類と出荷量」、「ラベル台紙のCO2排出量」を掲載。 

   ・アイコンの活用 

J-ECOLの役割をアイコン化しわかりやすく表示。 

閲覧したい項目をアイコン化しワンクリックで得たい情報にアクセスできるようにした。 

   ・ホームページのアクセス状況について 

    過去1年では訪問者数、セッション数共に伸長しており、国別にみると日本国内が大半だが一部海外からの 

アクセスもみられる。 

   ・会員ページについて 

    会員限定の情報や資料の取得が可能な会員専用ページを設けておりますので是非ご活用ください。 

    「リーフレット」、「パネルデータ」、「過去の共有会議事録、資料」等など取得できます。 

⇒資料等ボリュームもあり確認するのは大変ですので、特に最近入会された企業様は不明な点がありましたら、

事務局まで問い合わせください（高島代表理事）。 
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・リサイクルフローについて 

    剥離紙回収のご要望がありましたら、指定のヒアリングシートに記載頂き、J-ECOL事務局を通じ会員の古紙 

問屋様とヒアリングシートを共有した上で対応可否のご連絡をさせて頂きますが、J-ECOLはリサイクラーの 

選定には介在しません。古紙会社様とマッチしました場合は、その後、ラベル使用企業様と古紙会社様とで 

直接売買交渉をお願い致します。 

運用事例をHPに掲載しておりますので活用ください。新たに運用開始された際には、ユーザー様のご承認頂 

ければHPに掲載させて頂きます。 

・ご担当者変更等について 

随時情報を発信させて頂きますので、ご担当者変更などございましたら随時事務局までご連絡頂きますよう 

お願い致します。 

 

＜剥離紙リサイクルトレース実証実験-中間報告 サポートメンバー宇敷より＞ 

・実証実験-中間報告 

 剥離紙のリサイクルトレース管理を行い「専ら物」としての適性処理をすることを目的に、㈱サトー様のデータ管理 

 プラットフォームを使用し実証実験にご参加頂ける企業様を公募（11月）し、10社賛同頂きテストを進めている。 

 本実証実験では、ロット付与と各セクションでのオペレーション確認を主に行っており、重量の管理は今後の課題。 

 テストはまだ継続しているが、現時点で課題として見えてきたこととしては、「クラウドメンテナンス中でアクセスできず 

 データ反映不可」、「スキャン時に誤作動しデータ送信した後にデータ修正不可」等であった。 

 実証実験終了後、改めて課題を整理し次のステップへつなげる。 

 

・実証実験ニュースリリース 

  2024年11月14日に本実証実験についてPRIME TIMESを通じニュースリリース実施。 

計25社（朝日新聞デジタルマガジン、毎日新聞デジタル等）のニュースサイトにて掲載。 

   

【水平リサイクル品の商品化スケジュール 本宮理事、佐々島理事より】 

 ・リンテック 

  2024年5月情報共有会にて、少量の印刷テストにおいては印刷適性、加工性等に問題ない結果を頂いていたが、 

  ラベル製造時にロール汚染の課題があった。汚染原因は、パルプ中のシリコーン残渣であると特定し、除去技術検討 

した結果、除去できそうなことが分かってきたため再度実機生産でのテストを予定、来年4月を目途に技術確立を 

目標としている。 

 ・王子タック 

  前回、昨年7月の剥離紙古紙配合原紙試抄、同年10月のタック化試作は、操業、品質共に問題はなく、 

同じ構成品であれば再現生産は可能。 

・ご要望ある場合は各個社間で問い合わせ、対応をお願い致します（高島代表理事）。 

 

【フィールドツアーのご案内 高島代表理事より】 

 大量生産、消費の経済活動が優先された時代の悲劇を知り環境問題を考え、そして資源循環のアクションにつなげる 

ことを目的に、廃棄物不法投棄問題の舞台となった豊島（香川県）のフィールドツアーを以下内容で計画している。 
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詳細が決まりましたら別途連絡致しますので、希望される方は申し入みをお願い致します。 

 ・場所：香川県豊島 

 ・日程:2025年3月17日（月）予定 

 ・費用：交通費は各自。昼食、見学費は協会負担 

 

【その他】 

＜王子HD様剥離古紙受け入れについて 佐々島理事より＞ 

・王子HD受入れ予定としておりました王子マテリア(株)５工場の内、佐賀工場、日光工場、岐阜工場の３工場 

は受入れ開始可能となりました。 

・祖父江工場、大阪工場の２工場については引き続き古紙品質確認等受入れ準備中です。 

・立地面等、回収再利用に有効であれば、松本工場も受入れ追加候補工場として検討致します。 

＜誤解を招かないための留意点 高島代表理事より＞ 

古紙会社様から製紙会社様に納品する前には、破砕等リサイクルしやすい加工をしているケースが多く別途加工費 

が発生していることを排出企業様には話をして頂きたい。 

留意するポイントは、加工することを「処理」と表現してしまうと廃棄物処理と勘違いされ法令的側面に立ち返って 

しまう恐れがあり、逆有価で頂く場合の費用は「加工費」と表現、説明し誤解を招かないように留意して頂きたい。 

＜25年度について 高島代表理事より＞ 

  ・会費  

   25年度の会期は25年4月～26年3月。会費は24年度を同じ予定。 

   会種変更、退会を希望される方は、25年1月中に事務局でお申し出お願いします。 

   お申し出ない場合は継続と判断させて頂きます。 

  ・25年度第2期通常総会         

日時：2025年2月14日（金）16時00分～ 

対象：正会員 

場所：対面とWEB（対面の場所については別途ご連絡） 

・25年度第1回情報共有会 

日時：2025年2月14日（金）16時40分～ 

対象：正会員、賛助会員 

場所：対面とWEB（対面の場所については別途ご連絡） 

 

＜閉会の言葉 高島代表理事より＞  

 来年も剥離紙の資源循環を通じて地球環境問題を皆様と考え、また、ラベル業界自体が社会貢献につながり、 

環境負荷を与えないことを皆様と発信していきたいと考えておりますので、今後もよろしくお願い致します。 

 

以上 
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【第4情報共有会様子】 
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